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研究成果の概要（和文）：学術研究において，デジタルを基盤とするオープンと共有がどのように進んできてい
るかを明らかにすることが本研究の目的である。研究成果のオープンアクセス化は全分野で半分を超え，電子ジ
ャーナルではデジタルで読みやすい新しい論文形式が進んだ。研究データ共有の体制が整備されている先進事例
も見られたが，多くの研究者のデータへの意識は非常に複雑で多様であり，研究実践と深く関わらざる得ないデ
ータ共有は，成果のオープン化以上に実現に困難が多く，多様な視点から検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：Recently academic research has been based on digital environments. This 
research project was designed to find out how the “openness” and “sharing” in academic research 
have progressed. The ratio of open access of research articles in the entire fields has reached more
 half. The new style of articles in electronic journals which are feasible for digital reading 
gradually became popular. Although in the advanced initiative case the research data sharing have 
improved, researchers in many fields have complex feeling or attitude for data sharing. Because 
researchers cannot separate data sharing from research practices, it make more difficult to achieve 
data sharing widely. The issues or problem of data sharing should be examined from all angles.

研究分野： Library and Information Science

キーワード： Scholarly communication　open science　digital media　research data　electronic journal　digi
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 学術研究全体の変革 
 学術研究における新たな方向性として，デ
ジタルな情報を基礎とした上での，「オープ
ン」と「共有」が志向されつつある。端的に
はこれまでになく広範囲に，多様な形で研究
成果のオープン化（「オープンアクセス」）と
「データ共有」が進むと考えられる。 
 
(2) 研究成果のオープンアクセス化 
 学術雑誌論文のオープンアクセス化は，オ
ープンアクセス雑誌の進展と，研究助成機関
等のオープンアクセスの義務化方針の普及
によって，世界的にはかなり進みつつある。
しかし，オープンアクセス化の進展度合いや
実現方法の詳細は明らかになっているとは
いえない。 
 さらに日本の場合は，オープンアクセスの
前に学術雑誌のデジタル化の進展も遅れて
おり，その要因を明らかにし，今後への課題
を考える必要性がある。 
 
(3) 研究データの共有 
 成果としての論文等だけでなく，研究デー
タの共有を進め，これまでにない学際的な研
究やより効率的な研究を推進しようとする，
オープンサイエンスという考え方が広まり
始めた。既に遺伝子などを扱う分野ではDNA
塩基配列等の基礎データの共有がなされて
きているが，多くの研究者にとって「データ
共有」は未知の領域であり，データの示す範
囲も意味も多様なため，研究者の意識や行動
を含めた実態は明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では，このデジタル化を基礎とした

成果の「オープンアクセス」と研究実践にお
ける「データ共有」という新たな学術研究の
特徴を探るとともに，そこにおける学術コミ
ュニケーションのあり方，さらにデジタル環
境における一般の人々の情報利用等の状況
を明らかにすることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
(1) オープンアクセスの現状 
 科学技術，医学，社会科学，人文学の全分
野における雑誌論文のオープンアクセス状
況を把握するために，Web of Science の 2013
年度に刊行された論文データから無作為抽
出した論文約 2400 件（Science Citation か
ら 2000 件，Social Science から 304 件，Arts 
& Humanities Citation Index から 71 件）に
ついて，Google Scholar と Google でオープ
ンアクセスとして入手できるかどうか，でき
る場合はその手段についての調査を 2015 年
1 月～3 月にかけて行った。 
 
(2) 学術コミュニケーションの特性 
 学術コミュニケーションの現在の特性を
知るために以下の二つの調査を行った。 

a.電子ジャーナルの新しい形態の普及状況
に関して，JCR2013 でインパクトファクタ
ー（IF）が上位 25％の雑誌から無作為抽出し，
調査者が閲読可能な雑誌862タイトルについ
て，2014 年の最終号から１論文を抽出し，
論文の読みのナビゲーション，他の情報源へ
のリンク，付加的情報や印刷では表現できな
い情報の提供について調査した。 
b.学術雑誌の編集委員はゲートキーパーとし
ての役割を果たすため，その多寡は各国の国
際的研究力を計る指標とみなされてきた。従
来の研究では圧倒的米国の研究者が占める
割合が高かったが，現状の変化を見るため，
2015 年に評価の高いトップジャーナル 41 誌
の編集委員 2918 名の所属国を調査した。 
 
(3) デジタル環境における一般の人々の情
報検索能力，デジタルリーディング，医療情
報利用 
 一般の人々の情報検索能力に関して，van 
Deursen らのデジタルスキルの考え方に基
づき，一般の人々がそのスキルをどれだけ持
っているのかを測定するインターネット調
査を 2014 年 8 月に 1551 名（18 歳から 69
歳）に対して実施した。 
 一般の人々が普段どれだけデジタルな読
みを行っているのかと，さまざまな読みの状
況において印刷とデジタルどちらを好むか
について，1755 名（18 歳から 69 歳）へ実施
したインターネットでの日記法と質問紙調
査の結果を分析した。 
 
(4) 研究データ共有への研究者の意識と支
援環境 
 研究におけるデータの意味，データ共有の
実践などに関する研究者の意識に関するイ
ンタビュー調査の言説を分析した結果をク
ラスタリング分析を行い，モデル化を行った。 
 日本において既にデータ共有を行ってい
る先進的事例である地球環境情報統融合プ
ログラム（DIAS），超高層大気長期変動の全
球地上ネットワーク観測・研究（IUGONET），
環境研究所，京大地磁気世界資料センター，
遺伝学研究所，バイオサイエンスデータベー
スセンター（NBDC）へインタビューを行い，
データ共有の意義と実態，その課題について
インタビュー調査を行った。 
 一般的な研究者にとって，データの保管，
公開，共有を行う際の最も基本的な環境は，
所属する大学および研究所と考えられるた
め，国立大学，私立・公立の A,B 大学等，国
立研究所等の 494 機関に対して，研究成果の
オープンアクセス・データ共有に関する認知，
研究データ保管に関するガイドラインの整
備状況，研究データ管理・保管の支援状況な
どに関する質問紙調査を 2016 年 3 月に実施
した。 
 
４．研究成果 
(1) オープンアクセスの現状 



 2013 年刊行論文に関して，1 年間のエンバ
ーゴ期間をおいた 2015 年の時点で，オープ
ンアクセスであった割合は半分を超えてい
た。何らかのデジタル形式で読める論文は
99％を超えていた。 

オープンアクセスの割合は，分野によって
かなりの違いが見られた。オープンアクセス
を実現している手段は，専門領域オープンア
クセスアーカイブと学術ソーシャルネット
ワークが全体としては高い割合であったが，
分野によって違いが見られた。 
これらの結果については，現在査読付き国

際学術雑誌に投稿中である。 
 
(2) 学術コミュニケーションの特性 
 電子ジャーナルの論文形式に関する調査
からは，主に以下のことがわかった。①大手
10 出版社の電子ジャーナルプラットフォー
ムが全体の 76％を占めていた。②91％の論
文がPDFとHTMLの両方で提供されていた。
③HTML で提供されている論文のうち，常時
論文全体の構成（アウトライン）が表示され
ているのは 70％であり，特に Elservier と
Wiley の刊行する雑誌では，Wiley の 1 誌を
除いて全てがその形式になっていた。④図表
をまとめて見られるサムネイル等の表示を
採用していたのは 74％であった。⑤引用文献
へのリンクは 99％の雑誌に付いていた。さら
に引用文献と本文を容易に行き来できる形
のリンクになっているのが 72％であった。⑥
これら 3 要素をすべて兼ねそろえている
enhanced articles は全体の 45％であった。
電子ジャーナルプラットフォーム別に見る
と，Elservier と Wiley はほぼ全ての論文が
enhanced であったが，他の出版社ではまだ
低いままであった。 
 

 表１ enhanced 論文の割合 
（EJ プラットフォーム別） 

 
 
 
 
 
 
 
 学術雑誌の編集委員 2918 名の内，出版社
専任および不明を除いた 2713 名の国別割合
は，2014年においても米国が60.1％を占め，
圧倒的にトップであった。しかし，米国の編
集委員が占める割合が 30％未満の雑誌も 7
誌（Science.New series, PLOS medicine 等）
存在した。 
 
(3) デジタル環境における一般の人々の 

情報行動 
一般人の医療情報利用に関する結果につ

いては，今期になって国内査読付き学術雑誌
に掲載された。 
 一般人の情報検索スキルの結果としては，

①多くの回答者がウェブ上の情報の形式や
見方を理解している，②2 つ以上の検索語を
組み合わせて検索し，③一定の方針を持って
検索結果を評価していたが，④高度な検索技
法は利用していなかった。この結果は国内査
読付き学術雑誌に掲載された。さらにデジタ
ルスキルを 4 つのスキルの合成と見なし，そ
れぞれのスキルの高さに影響する要因を共
分散構造方程式で分析したところ，年齢，利
用頻度などの一般に影響があると考えられ
る要因の影響は少なく，批判的思考能力と自
己効用力の影響が大きかった。この結果は査
読付き国際学会（CHIIR’2017）で発表した。 
 一般人のデジタルな情報源と印刷物との
読みについての調査結果としては，デジタル
の読みが全体の 69.7％を占めていた。それに
対して，様々な状況でデジタルと印刷どちら
を選好するかについては，全体としては印刷
の方が好まれた。この読みの選好の回答に基
づきクラスター分析した結果，紙愛好家
(Paper Lover)からデジタル利用者（Digital 
User）までの６クラスターが識別できた。こ
の結果については査読付き国際学術雑誌
（ Journal of the Association for 
Information Science and Technology）に掲
載された。 
 
(4) 研究データ共有への研究者の意識と支援 

環境 
研究者の研究データの位置づけ，データ共

有に関する意識を内容分析した結果をクラ
スター分析し，14 のクラスターが見いだされ
た。それぞれのクラスターの特徴を整理した
ところ，以下のような 3 層モデルとしてまと
められた。この結果は査読付き国際学術雑誌
（Sage Open）に受理され，近々にオープン
アクセスとして公表される予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 先進事例へのインタビュー調査からは，対
象とするデータの特性，それぞれの研究領域
の慣習や研究体制などの要因から，データ共
有のための基盤の考え方，実践の方法にかな
り違いがあることがわかった。今回のインタ



ビュー調査の知見に基づき，より大規模な実
態把握調査の実施とともに，研究活動の実践
とデータの位置づけ，取扱に関するより深い，
長期にわたる事例調査が必要と考える。 
 大学・研究機関に対する研究成果のオープ
ンアクセスとデータの保管，共有を支援する
体制に関する質問紙調査の有効回答率は
30.6％であった。研究成果のオープンアクセ
スに関して「規定はない」とする機関が 73％
と非常に低かった。研究データの保管に関す
るガイドラインに関しては，「研究不正の防
止」への対応として制定している大学は 73％
とかなり高かった（研究機関は 42％）。しか
し，研究データ管理計画に関しては，それが
何を指しているか知らないが 41％，自機関の
状況を把握していないが 31％という結果で
あり，全体として日本の大学・研究機関にお
いては，研究データの管理，保管等に関して
ほとんど何も支援がなされていないことが
わかった。 
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